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	9. 特定の背景を有する患者に関する注意
	9. 特定の背景を有する患者に関する注意
	9.1～9.5（略）
	9.1～9.5（略）
	9.6 授乳婦
	9.6 授乳婦
	授乳を避けさせること。ヒト母乳中へ移行することが報告されている。本剤の乳汁からの消失時間に関するデータは得られていないが、血漿中での消失半減期を考慮し、本剤投与中及び最終投与後12週間は授乳を中止するよう指導すること。［16. 1.1 参照］
	治療上の有益性及び母乳栄養の有益性を考慮し、授乳の継続又は中止を検討すること。ヒト母乳中へ移行することが報告されている。
	16. 薬物動態
	16. 薬物動態
	16.1 血中濃度
	16.1 血中濃度
	16.1.1 多発性硬化症再発寛解型多発性硬化症患者を対象に本剤300mgを4週に1回、計6回点滴静注したとき、血清中ナタリズマブ濃度推移並びに1及び6回目投与後の薬物動態パラメータは図16-1及び表16-1のとおりであった（日本人における成績）。［9.6 参照］（略）
	14. 適用上の注意
	14. 適用上の注意
	14.1 調製時
	14.1 調製時
	14.1.1～14.1.5（略）
	14.1.1～14.1.5（略）
	14.1.6 希釈後は直ちに投与するか、又は2～8℃の冷蔵庫で保存した場合は8時間以内に使用すること。冷蔵庫から取り出したら投与前に室温に戻すこと。凍結しないこと。
	14.1.6 希釈後は直ちに投与するか、又は2～8℃の冷蔵庫で保存した場合は72時間以内に使用すること。冷蔵庫から取り出したら投与前に室温に戻すこと。凍結しないこと。

